


し，9 月 18 日に宮ヶ崎の B-1m 層で 1cells/ml 確認された

のを最後に終息した。今年度の H. circularisquama は例年

に比べ発生はやや早く，細胞数は少なく，発生期間は短

期であった。その他の渦鞭毛藻類では 9 月中旬に英虞湾

では初めて塩屋で Cochlodinium convolutum の赤潮が，9

月下旬から 10 月中旬かけて深谷浦周辺と湾口付近で

Gonyaulax polygramma の赤潮が発生したが漁業被害はな

かった。珪藻類については， 7 月上旬，9 月上旬，10 月

下旬に表層を中心に高密度となった。種類は，

Skeletonema costatum と Chaetoceros 属が優占することが

多かったが，時期によっては Nitzschia 属も優占した。そ

の他 7 月下旬に湾口から湾中央にかけて Chattonella 
ovata の赤潮が発生したが漁業被害はなかった。

図 2．御座，立神における 2m，B-1m 層水温の経時変化および過去 10 年間（平成 8-17 年）の最大値と最小値

図 3．御座，立神における 2m，B-1m 層塩分の経時変化および過去 10 年間（平成 8-17 年）の最大値と最小値
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図 4．御座，立神における 2m，B-1m 層酸素量の経時変化および過去 10 年間（平成 8-17 年）の最大値と最小値

2 プランクトン速報の発行

プランクトン速報は，トップページに概況と測点図を

記載し，データページに各測点の観測日，観測機関，水

温，塩分，酸素量，H. circularisquamaや珪藻等の細胞数

を記載した。19 年度の発行回数は 53 回であった。

3 漁場環境情報ホームページの運営

漁場環境情報ホームページ

（URL:http://www mpstpc.pref.mie.jp/SUI/kankyo/）は，ト

ップページ，プランクトン速報紙面の目録，速報紙面

（PDF形式，近日に発行した 4 号分），各測点の水温，

塩分，酸素量およびクロロフィルa量の鉛直分布のグラフ，

1mピッチの観測データ一覧表，ダウンロード用ファイル

（CSV形式）の目録，有害プランクトンの動画集である

「泳ぐ赤潮プランクトン」で構成された。今年度の更新

回数は 89 回であった。
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